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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

親 し ま れ て き ま し た 。　
バ ン は 普 通 種 と し て 扱 わ

れ ま す が 、 近 年 全 国 で 減 少傾 向 に あ り ま す 。 水 田 の 減少 と い っ た 環 境 変 化 が 主 な要 因 と 考 え ら れ て お り 、 やが て 身 近 な 野 鳥 と い え な くな る か も し れ ま せ ん 。 山 口県 内 は 多 く の 生 息 環 境 が 残り 、 バ ン も よ く 見 ら れ ま すが 、 今 後 注 視 が 必 要 で す 。

　
体 は 黒 く 、

嘴 く ち ば し

と 額 の 赤

色 が 特 徴 。 足 の 指 に 水 かき や ヒ レ は あ り ま せ んが 、 長 い 指 を 使 っ て 水 中で か く こ と に よ り 泳 ぐ こと が で き ま す 。　
池 や 湿 地 、 水 田 に 生 息

し 、 昆 虫 や 甲 殻 類 、 植 物の 種 子 な ど を エ サ に し ます 。 水 田 を 害 虫 な ど か ら守 る 「 番 人 」 で あ る と 考え ら れ た こ と が 名 前 の 由来 と な っ て お り 、 昔 か ら
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バ ン

ツ ル 目 　 ク イ ナ 科
［ 全 長 ］ 　 3 2 c m
［ 時 期 ］ 　 一 年 中 見 ら れ る 留 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

　
昨 年 よ り ル ヴ ァ ン カ ッ

プ が リ ニ ュ ー ア ル し 、 Ｊリ ー グ す べ て の チ ー ム に出 場 資 格 が 与 え ら れ る よう に 。 レ ノ フ ァ も 昨 年 から 出 場 し て い ま す 。　
初 出 場 の 昨 年 は 、 １ 回

戦 で 松 本 山 雅 Ｆ Ｃ と 対戦 。 延 長 戦 で も ３

－

３

で 決 着 つ か ず 、 Ｐ Ｋ 戦 の末 敗 れ て し ま い ま し た 。

　
今 年 は 、 ３ 月

2 6日 に １

回 戦 で 大 分 ト リ ニ ー タ と戦 い 、 ３

－

２ で ル ヴ ァ

ン カ ッ プ 初 勝 利 を あ げ まし た 。 こ の 結 果 を 受 け て２ 回 戦 は 、 ４ 月 ９ 日 に Ｊ１ の 強 豪 ・ 鹿 島 ア ン ト ラー ズ を 維 新 み ら い ふ ス タジ ア ム に 迎 え ま す 。 ぜひ 、 ス タ ジ ア ム で 応 援 をお 願 い し ま す ！

「 公 園 ス テ ー ジ 」 で の よ さ こ い 演 舞 （ 昨 年 ）

加 の 朗 読 会 で 、  「 飛 び 入り 参 加 も 大 歓 迎 」  。　
湯 田 自 動 車 学 校 は 、

「 Ｙ Ｕ Ｄ Ａ モ ー タ ー フ ェス 」  「 キ ッ チ ン カ ー フ ェス テ ィ バ ル 」  「 自 校 ス テー ジ 」 の 会 場 に 。  「 お かし ま き 」  （ ５ 日 午 後 １ 時〜 ）  「 ク ラ シ ッ ク カ ー 展示 」  （ ６ 日 ）  「 県 警 音 楽 隊ス テ ー ジ 」  （ 同 ）  な ど が ある 。　
５ 日 の ク ラ イ マ ッ ク ス

は 、 午 後 ７ 時 か ら の

「
松 た い ま つ

明
行 列 」  。 白 ギ ツ ネ に

扮 ふ ん

し た 子 ど も た ち 約 １ ０
０ 人 が 松 明 を 手 に 、 車 両通 行 止 め と な る 湯 の 街 街道 （ 県 道 ２ ０ ４ 号 線 ） を練 り 歩 く 。　

６ 日 は 、 同 街 道 が 午 前
９ 時 半 か ら 午 後 ３ 時 半 まで 歩 行 者 天 国 に 。 午 前
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時 か ら の 「 白 狐 パ レ ード 」 で は 、 維 新 の 志 士 や花 お い ら ん

魁
な ど に 仮 装 し た 人 た

ち が 、 音 楽 に 合 わ せ て にぎ や か に 行 進 す る 。

1 1時

か ら は 「 総 踊 り 」 が 披 露さ れ る 。　
３ 回 目 と な る 「 湯 田 温

泉 ぶ っ か け ま つ り 」 は 、６ 日 午 後 ２ 時 か ら

4 0分

間 。 湯 の 街 街 道 を 練 り 歩く み こ し に 、 水 鉄 砲 、 ひし ゃ く 、 ホ ー ス な ど で 温泉 を か け あ う 、 参 加 型 イベ ン ト だ 。

は 午 後 ３ 時 半 ま で 。　
本 部 も 置 か れ る 井 上 公

園 の 「 公 園 ス テ ー ジ 」 では ２ 日 間 、 団 体 ・ 個 人 によ る 音 楽 演 奏 や ダ ン ス など が 披 露 さ れ る 。 さ らに 、  「 白 狐 福 引 （ １ 回 ３０ ０ 円 ）  」  「 日 帰 り 入 浴 券ガ チ ャ （ 同 １ ０ ０ ０円 ）  」  「 狐 の フ ェ イ ス ペ イン ト 」  「 湯 田 温 泉 酒 ま つり 」  （ 両 日 午 前

1 1時 〜 午

後 ４ 時 ） も 開 か れ る 。「 も ち ま き 」 は 、 ５ 日 は正 午 か ら 、 ６ 日 は 午 後 ３時 か ら 。 近 隣 に は 、  「 ＹＥ Ｇ ぶ ち ま ろ 食 堂 」 な どの 飲 食 ブ ー ス も 並 ぶ 。　
中 原 中 也 記 念 館 前 庭 で

は 、  「 温 泉 街 の 朗 読 会 」（ 両 日 午 前

1 1時 〜 午 後 ３

時 ） が 開 か れ る 。 自 由 参

　 「 湯 田温 泉 白 狐ま つ り 」が 、 き ょう ５ 日 とあ す ６ 日の 午 前
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時 か ら 、山 口 市 の湯 田 温 泉街 一 帯 で開 催 さ れる 。 ５ 日は 午 後 ８時 、 ６ 日
湯 田 温 泉 白 狐 ま つ り
温 泉 へ の 感 謝 と 恵 み を 祝 いき  ょ  う  ・  あ す



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ４ 月 ５ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
Ｑ . 卵 は 何 個 ま で 食 べ て良 い で す か ？Ａ .

厚 生 労 働 省 が ５ 年 ご

と に 発 表 す る 「 食 事 摂 取基 準 」 で は 、 ２ ０ １ ０ 年ま で コ レ ス テ ロ ー ル 摂 取量 の 目 標 値 （ 成 人 男 性

：

１ 日 ７ ５ ０

㎎ 未 満 、 成 人

女 性

：

１ 日 ６ ０ ０

㎎ 未

満 ） が あ り 、 ２ ０ ０

㎎ と

コ レ ス テ ロ ー ル 含 有 量 の多 い 卵 は 「 １ 日 １ 個 まで 」 と さ れ て い ま し た 。　

1 3年 に ア メ リ カ の 心 臓

病 学 会 心 臓 協 会 が コ レ ステ ロ ー ル 摂 取 量 と 心 血 管疾 患 リ ス ク の 間 に 明 確 な相 関 は な い と 発 表 し 、 アメ リ カ 農 務 省 と 保 健 福 祉省 が 、 食 事 で の コ レ ス テロ ー ル 摂 取 制 限 は 必 要 ない と し た 事 も あ り 、 こ の目 標 値 は

1 5年 度 に 削 除 さ

れ て い ま す 。　 「 卵 と コ レ ス テ ロ ール 」 の 都 市 伝 説 は 、 ロ シア の 病 理 学 者 が 「 ウ サ ギに 卵 を 食 べ さ せ た ら 動 脈硬 化 が 起 こ っ た 」 と １ ９１ ３ 年 に 発 表 し た の が 始ま り で す が 、 時 間 が 経 って 、 草 食 の ウ サ ギ に 卵 を食 べ さ せ る と い う 実 験 その も の が お か し い と 気 が付 い た 様 に 、 栄 養 学 は 発展 途 上 の 分 野 で す 。 卵 を食 べ る こ と は 問 題 な い とし て 、  「 何 個 ま で 」 は はっ き り し ま せ ん し 、 人 によ っ て 違 う で し ょ う 。
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